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１．地域の概要 

【勝浦町の概要】 

 勝浦町は四国の東部、勝浦川の中

流域に位置する盆地状の中山間地域

です。緑なす四方の山々、山裾に開

けたみかん畑、平野部に広がる田園

風景、そして、まちの中央を流れる

清流勝浦川など自然豊かなまちです。 

 1988年から続く「阿波勝浦《元祖》

ビッグひな祭り」が有名で、千葉県

勝浦市をはじめ、全国各地に広がっ

ています。  

 

阿波勝浦《元祖》ビッグひな祭り 

 

【坂本地区の概要】 

 坂本地区は、勝浦町で最も山間部

に位置し、集落は海抜100ｍから400

ｍにかけての急こう配な地形です。 

人口400人弱、高齢化率60％超で、

過疎化と高齢化が進んでおり、何を

するにも実働人員が限られますが、

昔から、住民のまとまりがあり、優

しい人の多い土地柄です。 

 勝浦町の主要産業である「みかん」

は、江戸時代後期に坂本地区で栽培

が始まり、次第に町内、県内へと広

がりました。 

 

２．団体の概要 

 「さかもと元気ネットワーク」は、

「自分たちの力で坂本をもっと元気

にしよう！」と活動する住民有志の

団体です。 

地区の「急な坂道」を地域資源と

捉えた「さかもと坂道マラソン」や、

日本の伝統文化に親しみながら地域

を盛り上げるイベント「さかもと着

物祭り」を開催しています。 

 

３．活動開始の背景・経緯 

 では、どうして、このような活動

を行うようになったのでしょうか。 

 事の始まりは、1999年、地元・坂

本小学校の「廃校」という大きなピ

ンチからでした。 

2002年から地元有志が、廃校をリ

ノベーションした農村体験宿泊施設

「ふれあいの里さかもと」の運営を

担い、地域の沈んだ空気を払拭させ

ていきました。 

 

ふれあいの里さかもと 

 

それにより、住民主体の地域づく

り活動が活発化し、「阿波勝浦ビッグ

ひな祭り」と連動したひな祭りイベ

ント「さかもとおひな巡り」や秋祭

りに行灯800基を灯す「あかりの里」

といった取組みがスタートしました。 

 そして、2016年、住民参加のワー

クショップで「坂本地区の目指すべ

きまちづくり」について検討したの

を契機に、「さかもと元気ネットワー

ク」が発足しました。 

 

４．活動の内容 

【さかもと坂道マラソン】 

「さかもと坂道マラソン」は、地

名のとおり、急な坂道ばかりのハン

ディを逆手にとったもので、最大高

低差224ｍの「激坂」を上り下りし、

集落を１周するコースが売りです。 

11月、特産のみかんが色づくなか

を、毎回、集落人口並みのランナー

が駆け抜けます。 

 

さかもと坂道マラソン 

 

 開催にあたっては、急坂ゆえの安

全管理、山間部ゆえの駐車場不足、

過疎地ゆえのスタッフ不足などの課

題があります。しかし、そこは、地

域外からも含め、集落人口並みの延

べ人数のボランティアが、コース清

掃等の準備作業や大会運営を担うな

ど、「地域総掛かり」での大会となっ

ています。 

 また、参加賞や入賞賞品に美味し

い「みかん」を用い、特産品のＰＲ

にも一役買っています。 

 

子どもも参加してコース清掃 

 

【さかもと着物祭り】  

「さかもと着物祭り」は、家庭に

眠っている「古い着物」に再び活躍

の場を与え、ひな祭りイベント「さ

かもとおひな巡り」をもっと盛り上

げようと考え始めました。 

 着物を着て人力車に乗り、桃や梅

の花を見ながら、ウグイスのさえず

りも聞きながら、坂本の人の温かさ

に触れ、ひな祭りを楽しむことによ

 

 

 

 

地域づくり表彰 

さかもと元気ネットワーク（徳島県勝浦町） 

自分たちの力で「坂本」をもっと

元気に！ 

 

さかもと元気 
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り、「地域の良さ」を体感いただいて

います。 

さかもと着物祭り 

 

 開催前には、着物は集まるだろう

か、こんな山里で着物散策は成り立

つのだろうか、着物の保管はどうし

よう、といった心配がありました。 

 ところが、ふたを開けてみれば、

思いのほか沢山の着物が集まり、突

如「坂本チンドン隊」が現れて盛り

上げるなど、大いに楽しく満足して

いただける催しとなりました。 

若い人が着物を着て楽しんでいる

写真を見て、提供してくれたお年寄

りが涙を流しながら喜んでくれたと

きは、私たちも感激！でした。 

 

突如現れた「坂本チンドン隊」 

 

５．創意工夫 

【資金面での持続化】 

活動を継続するうえで、「資金面で

の持続化」は重要なことなので、行

政からの補助金に頼らず、参加費や

グッズ（大会Ｔシャツ）売上げ等で

賄えるよう努めています。 

また、マラソンのタイム計測は、

通常は専門の業者にお願いするので

すが、自前でできるよう工夫し、約

40万円の経費削減を実現しました。 

 

【コロナ禍を乗り越えて】 

 2017 年の事業開始から間もなく、

「コロナ禍」に見舞われ、３年間に

渡る休止を余儀なくされました。 

コロナ禍がいつまで続くか分から

ない不安ななか、特に、多くのスタ

ッフを必要とするマラソンでは、ス

タッフや関係者の関心とモチベーシ

ョンを持続させる必要がありました。 

そこで、休止２年目に、地元住民

でも普段は通しで歩くことのないマ

ラソンコースを歩く関係者向けのウ

ォーキングイベントを開催しました。 

また、休止３年目には、感染リス

クを避けた少人数でのイベントとし

て、神社の急こう配な石段（約 300

段）を駆け上がる競争「さかもと福

段かけあがり」を実施しました。こ

れは、兵庫県西宮えびす神社の「福

男選び」をヒントにしたものです。 

こうしたお陰で、３年間の休止期

間後にも円滑に実施することができ

ました。 

 

さかもと福段かけあがり 

 

【若者の力を引き出す】 

地域を元気にさせるには、何とい

っても「若者」の力が欠かせません。   

そこで、二つの事業は、若者中心

のプロジェクトチームで企画・運営

を行い、年配者は支援に回るかたち

で進めています。 

移住者も、Ｔシャツ等のデザイン

や動画制作などを担ってくれていま

す。 

これにより、若者の地域活動への

関心が高まり、地域の活力源になっ

てくれています。 

 

さかもと着物祭りの若手スタッフ 

 

６．成果 

マラソンには、毎回、集落人口並

みの参加があり、リピート率も約

40％と高い状況です。着物祭りも満

員御礼の人気イベントとなり、人力

車２台がフル稼働しています。 

参加者からは、「走って楽しい坂道

マラソン」、「みかんの町一色の爽や

かなマラソン大会」、「京都の町歩き

とは違った良さを演出できている」、

「着物の良さに気付き、坂本の人た

ちの温かい心に触れ大満足」といっ

た嬉しい感想が寄せられています。 

また、地域住民からは、「坂本に嫁

いできて良かった」という若いお嫁

さんや、「移住先を決める材料になっ

た」というＩターン者の声もありま

す。 

地域外からも、「坂本が徳島みかん

の故郷であることを知った」、「私た

ちの地域でも何かできるのではと考

えさせられた」との声を聞きます。 

このように、二つの事業を通じて、

「みかんの里」としてのイメージア

ップや関係人口の増加、若い人のＩ

ターンにつながるとともに、地域コ

ミュニティの強化や住民の自信につ

ながっていることは、今後の更なる

過疎化や大規模災害への備えとして、

大変心強く感じています。 

 

７．更なる波及 

 こうした動きを受け、坂本地区で

は、更なる活動が生まれています。 

 地元の山をある方角から見れば

「ひな人形」のように見えることか

ら「おひな山（さん）」の愛称をつけ、

モニュメントを設置するなどＰＲす

る活動。神社の手水鉢に四季折々の

花を浮かべる「花手水」。かつて沢山

あった「水車」を復活させ、環境学

習や観光に活用しようとする活動な

どです。 

 

おひな山（稼勢山（かせやま）） 

 

 集落の過疎化・高齢化の進行を止

めるのは難しいことですが、「心の過

疎」が進行しないよう、皆で力を合

わせ、「坂本に住んで良かった」と思

える「元気でステキな田舎」づくり

のため、今後も活動していきます。 


